
日本の自動車工学の礎を築く
隈部　一雄

流があったという。その頃、東京工業大学の学生であった中田孝東工大名誉教授は、隈部先生と一緒に夢中
になって蓄音機やスピーカーを組み立てた、と生前語っておられた。

東京大学などの名誉教授らが継承し、また産業界ではいすゞの社長となる荒巻氏を育て、トヨタの基礎を作る頭

（鈴木一義）

隈部　一雄（くまべ　かずお）　略歴

〈2002年 殿堂入り〉



最初のS型エンジン

 SA型からつけられた
トヨペット・マーク

昭和23年8月、SA型、急行列車と競争して勝つ

トヨペットSA型乗用車

本格的な試験装置によって試験中の国産自動車

クマベ研究所創業当時から使われていた看板

試験中の「改良型」1号車に乗る隈部氏

ありし日の隈部氏
ミーティング中のクマベ研究所スタッフ

トヨペット・レーサー（隈部一雄直筆のスケッチ）

※144頁は『20世紀の日本車』および『トヨタ自動車20年史』より転載
145頁は「トヨタ博物館紀要No.20」2014年（平成26年）刊（トヨタ自動車株式会社　トヨタ博物館編集・発行）より転載


